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　Fi電子制御燃料噴射ｼｽﾃﾑ（以降本ｼｽﾃﾑと表記)では、噴射ﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽを機械的に作っ
ていただくか、付属の信号ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄを介して点火一次電流からﾊﾟﾙｽを生成して制御ﾕ
ﾆｯﾄに送る必要があります。信号ｲﾝﾀﾌｪｰｽによる信号生成では点火のﾀｲﾐﾝｸﾞ＋250μ秒で
噴射ﾄﾘｶﾞとなります。信号ﾌﾟﾚｰﾄと近接もしくはﾋﾞｰﾑｾﾝｻ等で機械的に作っていただく場合
には以下の図のようにON期間を250μ秒以上作っていただく必要があります。信号はｸﾗﾝ
ｸ2回転につき1回のﾊﾟﾙｽが必要ですので、ｶﾑｼｬﾌﾄの回転軸を利用し信号を作成する必要
があります。付属の信号ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄは、毎ｸﾗﾝｸ回転ごとに点火する仕様に合わせて、
信号を2回に1回に間引きするものが標準で付属しています。間引きしない仕様のものもご
ざいますので、交換が必要な場合はFCﾃﾞｻﾞｲﾝまでご連絡ください。

※　機械的に生成する場合も信号ｲﾝﾀﾌｪｰｽ用ｺﾈｸﾀから入力してください。ｺﾈｸﾀの信号配
置につきましては付属の配線ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄをご覧ください。

(1 ) 「噴射ﾀｲﾐﾝｸﾞの生成と噴射仕様」
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図1　噴射ﾀｲﾐﾝｸﾞを機械的に作る場合。
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1回の燃焼につき一度噴射する設定にするためには

(適用例)
○　4ｻｲｸﾙで毎ｸﾗﾝｸ回転ごとに1回の点火
　　　→　間引きする信号ｲﾝﾀﾌｪｰｽ＋標準のPCｿﾌﾄｳｴｱ
○　多気筒ﾓﾃﾞﾙで独立点火などの4ｻｲｸﾙで2ｸﾗﾝｸ回転ごとに1回の点火
　　　→　間引きしない信号ｲﾝﾀﾌｪｰｽ＋標準のPCｿﾌﾄｳｴｱ
○　2ｻｲｸﾙの場合　
　　　→　間引きしない信号ｲﾝﾀﾌｪｰｽ＋2ｻｲｸﾙ用のPCｿﾌﾄｳｴｱ

1回の燃焼につき2回噴射するように使うには
（ｸﾗﾝｸ信号からの信号を利用するが間引きしないときなど）
　　　→　4ｻｲｸﾙでｸﾗﾝｸ1回転あたり1度噴射する取り扱い用のP Cｿﾌﾄｳｴｱ。

標準品と交換をご希望の場合はFCﾃﾞｻﾞｲﾝまでご連絡ください。新品未使用の場合は無償交
換いたします。（返送送料はご負担ください。)　



　ｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻは、燃料噴射時間計算に非常に大きな役割を果たします。
ｽﾛｯﾄﾙ開度とｾﾝｻ値の調整は、FCﾃﾞｻﾞｲﾝよりｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｰを同時に出荷させて頂いている場
合は、設定済みですが、お客様が独自にお取り付けになる場合、調整を行っていただく必要が
あります。設定方法に関しましては、ﾏﾆｭｱﾙのp3-1、「取り付けに伴う設定・調整作業」の項目
をご覧ください。

(2 ) 「ｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻの校正」

　※
ﾎﾟﾝﾌﾟの駆動制御には、設定中のｲﾝｼﾞｪｸﾀ容量のパラメータを使っております。ポンプの駆動を
EC Uから行わない場合にはこのﾊﾟﾗﾒｰﾀは関係ありませんが、「Setting W orkbench for
W indow s」は、設定ﾃﾞｰﾀを他のEC Uのﾃﾞｰﾀからｲﾝﾎﾟｰﾄ、ｴｸｽﾎﾟｰﾄする機能も持っております。こ
の機能では異なるEC U間でﾃﾞｰﾀをやり取りする場合に、そのEC Uが接続されている車両の噴
射容量のﾊﾟﾗﾒｰﾀと排気量を使って、噴射量の整合をとる計算を行うことができます、その際には
EC U内（設定ﾌｧｲﾙ内）に保存されている噴射容量のﾊﾟﾗﾒｰﾀを使います。

(3 ) 「ﾎﾟﾝﾌﾟ制御」

　本ｼｽﾃﾑは、小排気量2輪車のように発電能力の低いｴﾝｼﾞﾝでﾎﾟﾝﾌﾟを常時駆動させるとﾊﾞｯﾃﾘｰ
がすぐに上がってしまいます。そこでﾎﾟﾝﾌﾟ駆動電流を減少させるため、燃料ﾎﾟﾝﾌﾟを間欠駆動し
ております。この場合、燃圧変動が発生するため、研究・開発用にﾍﾞﾝﾁﾃｽﾄでご使用の場合に
は、別電源によるﾎﾟﾝﾌﾟ駆動をお勧めします。

　発電能力の高い車両や研究用途などで、FI-E C U
にﾎﾟﾝﾌﾟを接続しない場合、E C Uはﾎﾟﾝﾌﾟ配線の断
線と判断し、LE Dにｴﾗｰ表示を行ってしまいます。
そこで、ﾀﾞﾐｰ抵抗をﾎﾟﾝﾌﾟの代りにつけてお使いくだ
さい。



(5 )　「ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗについて」

　ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗは設定されている噴射時間を0.1倍から1.9倍まで変更することができますが、
これは実際の噴射時間は変更しますが、噴射設定ﾃﾞｰﾀ(3次元ﾏｯﾌﾟ)は変更しません。マップ全
体を増減させてしようしていることのなります。使用方法に関しましては、ﾏﾆｭｱﾙのp2-25、「ﾃﾞｰ
ﾀﾓﾆﾀの使い方」の項目をご覧ください。
　また、通常ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗは接続したままお使い頂きますが、はずした状態でお使いの場合は、
「Setting W orkbench for W indow s」の「係数設定」ﾀﾌﾞの右下にあるﾁｪｯｸをはずし、ﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰ
ﾗを無効にしてお使いください。

(4 )　「噴射制御、ﾏｯﾌﾟの特徴」

　本ｼｽﾃﾑの標準では、噴射時間をｽﾛｯﾄﾙｽﾋﾟｰﾄﾞ式でｺﾝﾄﾛｰﾙしています。これはｽﾛｯﾄﾙ開度とｴ
ﾝｼﾞﾝ回転速度で推定される吸入空気量に対して燃料噴射時間をﾏｯﾋﾟﾝｸﾞするもので、応答性に
優れ、2輪車用や競技用車両によく使われています。ただし、空気量を直接測るﾀｲﾌﾟの制御と比
較すると、経年変化やｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ変化に対してはﾏｯﾌﾟの調整が必要になります。F iｼｽﾃﾑでは他
にDｼﾞｪﾄﾛ式、ｽﾛｯﾄﾙｽﾋﾟｰﾄﾞ式＋ﾌﾞｰｽﾄ補正などのﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝがあります。



商品の不良、ご質問等は下記までお問い合わせください。

(有)FCﾃﾞｻﾞｲﾝ
〒735-0006　広島県安芸郡府中町本町2-1-48-1F

Tel：(082)287-0211　
Fax：(082)287-0212　

M ail：info@ fc-design.com

(7 )　「通信ｹｰﾌﾞﾙついて」

　付属の通信ｹｰﾌﾞﾙの長さは約1mです。延長される場合はｽﾄﾚｰﾄのｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙをお使いくださ
い。延長ｹｰﾌﾞﾙは余り長くされますと、通信ｴﾗｰが発生する恐れがございます。
（FCﾃﾞｻﾞｲﾝでは1ｍ延長までは確認いたしております。）
さらに長くされる場合は、市販のU SBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀをご利用頂き、長いU SBｹｰﾌﾞﾙでPC、ｼﾘｱﾙ
ｺﾝﾊﾞｰﾀ間を延長してお使い頂くことをお勧めします。
（※　ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを持たないPCをお使いの場合も、市販のU SBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀをお使いください。）
　U S Bの仕様ではノード間は5ｍまでのｹｰﾌﾞﾙをつかえることになっています。

（参考：U S Bのノード）
　U SB機器のほか、U S Bハブ、延長器など電気的に信号を安定させる機能のあるもの。一般に
販売されている「U SB延長ｹｰﾌﾞﾙ」はノードを持ちません。電源を接続するタイプのU SBハブに
はノードとしての機能を持つものがあります。PCに接続できるノードは最大5つです。

PC
USBｼﾘｱﾙ
ｺﾝﾊﾞｰﾀ

ECU

USBｹｰﾌﾞﾙ
最長5m

付属の
通信ｹｰﾌﾞﾙ

(6 )　「温度ｾﾝｻについて」

　温度ｾﾝｻは始動時噴射時間、始動増量、暖気増量、減速時燃料ｶｯﾄの各補正に使用していま
す。これらの補正をお使いにならない場合でもｾﾝｻは接続していただき、「Setting W orkbench
for W indow s」の係数設定のﾀﾌﾞから補正を無効にするよう設定して下さい。なお、始動時噴射
時間、減速時燃料ｶｯﾄは無効にできませんので、機能が無効となるようにﾃｰﾌﾞﾙを変更して下さ
い。

※　始動時噴射時間はｴﾝｼﾞﾝ温度で決定します。設定ﾃｰﾌﾞﾙを各温度で一定の時間にしておけ
ば実質的に温度ｾﾝｻの値は関係無く、一定時間の噴射となります。
（参考：始動時噴射時間もﾀﾞｲｱﾙｺﾝﾄﾛｰﾗで変更できます。）
※　減速時燃料ｶｯﾄはﾃｰﾌﾞﾙで設定した回転速度を上回る場合にのみ機能します。そこで、設定
を使用回転域よりも高回転側にしておけば実質的にこの機能はｷｬﾝｾﾙできます。
（参考：減速時燃料ｶｯﾄはｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻが設定した全閉位置以下の場合にのみ機能します。）


